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内発的学校改革としての高校教育課程の開発
―新学習指導要領の捉え直しと学校アイデンティティの再構築―
Development of High School Curriculum as Endogenous School Reform:






















































































































































































2月 （第 4回　特別支援教育） （特別支援が必要な生徒への関わりに関する学習会）
　また，本研究での分析資料は，①研究部長の B教諭へのインタビュー（2019年 3月（150分），
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